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平成 23年 5月 27日 

  内 閣 府 

経済社会総合研究所 

景気統計部 

 

民間競争入札実施事業 

「消費動向調査」の実施状況について 

（平成 22年度調査分） 

 

I. 事業の概要 

「競争の導入による公共サービスの改革に関する法律」（平成 18年法第 51号）に基

づく民間競争入札を行い、以下の内容により平成 22年度調査の事業を実施した。 

 

1. 事業内容 

「消費動向調査」における、調査員の確保・指導、調査関係用品の印刷、世帯名簿

の作成及び調査世帯の選定、調査の依頼、調査票等の配布・回収、照会対応、調査票

の審査、集計、統計表の作成に係る業務 

 

2. 契約期間 

平成 22年４月から平成 23 年３月までの１年間 

 

3. 受託者 

社団法人 新情報センター 

 

II. 確保すべき質の達成状況及び評価 

平成 22年度調査（平成 22年 4月から平成 23 年 3月分）における確保すべき質の達

成状況及び評価は次のとおり。 

 

1. 業務の適正かつ確実な履行 

本業務の遂行に当たって求められる質の確保がなされていることを確認するため、

受託事業者に、以下の①～⑩について定期的に(⑤は年度当初及び調査員の補充を行っ

た際、それ以外は毎月)報告を求めた。 

① 調査世帯等問い合わせ等内容報告書 

② 内部検査報告書 

③ 調査票等提出明細書 

④ 調査状況監査結果 

資 料 ４ 
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⑤ 調査員任命報告書  

⑥  消費動向調査調査単位区世帯名簿の修正・更新・重複チェックの状況 

⑦ 調査票回収の状況 

⑧ 調査票の審査・疑義照会の状況 

⑨ 入力データのチェックの状況 

⑩ 集計（統計表）のチェックの状況 

 

(1) 調査世帯等からの問い合わせ等への対応 

受託事業者は、調査対象世帯からの照会事項に対応するフリーダイヤルを設置

し、研修を受けた専任のオペレーター２名を置くことで対応した。対応マニュア

ルは受託事業者が事前に作成し、事業者内での対応を標準化させた。 

 

 

[問い合わせ等の主な内容] 

① 回収日時の希望：調査票の回収のため世帯を訪問する日時の希望、等 

② 調査内容   ：本当に実施している調査なのか、等 

③ 調査拒否・苦情等、その他 ：事情により協力できない、等 

 

(2) 調査状況の監査 

受託事業者は、集計結果を内閣府に提出する前までに、不適当な調査票の提出

がなかったか、調査員の調査方法の確認等の結果をとりまとめて毎月報告した。 

監査対象は全 336調査区とし、電話により各調査区１世帯以上に対して、①調

査への協力の有無、②調査員の訪問回収の有無、③調査員の対応への印象等、④

謝礼品提供の有無についてヒアリングを行い、毎月、全世帯の 15％以上（おおむ

ね 770世帯）の回答を得ることで、調査方法の妥当性を確認した。 

なお、上記③調査員の対応への印象等については、対象世帯から「次回の訪問

予定日を変更してほしい」、「約束の時間より遅れて訪問があった」などの意見が

年度計 4月 5月 6月 7月 8月 9月

合計件数 137 4 15 11 9 15 15

回収日時の希望 92 3 9 7 8 11 12

調査内容 18 0 3 1 1 2 1

調査拒否、苦情等 23 1 3 2 0 2 2

その他 4 0 0 1 0 0 0

10月 11月 12月 1月 2月 3月

合計件数 9 13 10 16 12 8

回収日時の希望 9 8 7 6 5 7

調査内容 0 3 1 2 3 1

調査拒否、苦情等 0 2 2 5 4 0

その他 0 0 0 3 0 0
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みられたが、その際は、受託事業者が該当する調査員に連絡・注意するとともに、

翌月の調査が円滑に行われるよう、必要に応じて全調査員に対し調査指示書にて

調査実施上の注意点等を指示した。 

 

(3) 調査票の審査・疑義照会 

受託事業者は、調査票について、調査員の回収時及び事業者本社にて複数回の

内容審査を行った。審査は、調査内容の記入漏れ等に加え、不正防止等を視野に

入れた点検を行い、疑義が生じた場合は調査員や世帯に確認を取った。 

事業者本社における毎月の審査結果は下表の通りであり、これらについては全

て対象世帯に確認し、訂正した。 

 

 

2. 目標回収率 

毎月の回収率は、仕様書に定めた目標回収率(70％)を上回る結果となった。 

 

(注)3 月(参考)値は、東北６県及び茨城県を除いた調査区における回収率。平成 23 年 3 月調査は、

東日本大震災の影響から、東北及び茨城県において回収が困難となっていた。 

 

3. 評価 

回収率については、確保されるべき質として仕様書に定めた、毎月の調査票の目標

回収率を上回っており評価する。 

また、毎月の調査結果の報告及び上記Ⅱ１．の業務の質の確保を確認するための定

期的な報告についても遅滞なく、また修正報告もなく行われており、統計精度の維持

の観点からも十分な対応が取られたと評価できる。 

 

III.実施経費の状況及び評価 

1. 実施経費（税込、実施経費は概算、単位：千円） 

 

年度計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

記入漏れ 117 12 3 16 8 8 12 11 7 9 7 9 15

記入誤り 75 10 11 6 6 4 6 0 10 6 8 3 5

計 192 22 14 22 14 12 18 11 17 15 15 12 20

平均 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
3月

(参考)

回収率 74.8 75.0 74.9 75.0 75.0 75.0 75.0 75.0 74.9 75.0 74.9 75.0 73.0 75.0
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注)四捨五入の関係で各項目とそれらの計とは一致しない場合がある。 

 

(1) 人件費 

調査員交替に伴う新規調査員への臨時説明会実施回数が当初見込みよりも増えた

こと、調査状況の監査に要する作業人員が当初見込みよりも増えたことから見積を

上回った。 

(2) 旅費 

調査員の稼働状況の効率化（事前の電話連絡による訪問回数の減少等）、調査地域

により近く居住する調査員への切り替え等により、調査員の移動に伴う交通費が見

積を下回った。 

(3) 事務費 

印刷費は、調査用品の印刷発注の頻度を下げた（まとめて印刷発注）ことで見積

を下回った。住民基本台帳閲覧料については、住民基本台帳による世帯名簿作成が

難しく、選挙人名簿に切り替えたケースが一部生じたことから見積を下回った。 

(4) その他 

受託事業者の業務のうち、本業務の占める割合が減少したため、事務所費が見積

を下回った。 

 

2. 評価 

今回の事業においては、受託事業者の実施経費が契約金額（見積経費）を上回った。

これは、人件費の増加によるものだが、調査員への指導徹底など、統計精度維持の観

点からは不可欠な増加だったと考えられる。 

 

 

IV. 事業の実施状況 

1. 実施体制 

以下のとおりである。 

 

見積経費 実施経費 差引
１．人件費 89,841 99,203 -9,363
２．旅費 31,004 25,482 5,521
３．事務費 32,999 32,171 829

①通信費 4,585 4,802 -217
②印刷費 5,176 4,761 415
③データ入力費 1,577 1,365 212
④謝礼品 20,173 20,160 13
⑤住民票閲覧料 1,488 1,082 406

４．その他 22,315 21,072 1,243
合計 176,159 177,928 -1,769

費目
平成22年度調査業務年間計
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実査準備 

（調査員の確保・指導、調査関係用品の印刷、世帯名簿の作成

及び調査世帯の選定） 

966 人日 

実査 

（調査の依頼及び調査票の配布、調査票の回収・礼状及び 

謝礼の配布、調査票の検査・照会対応） 

1,908 人日 

審査 204 人日 

集計 108 人日 

 

上記の実施体制は受託事業者本社におけるものであり、調査世帯への調査依頼、

調査票の配布及び回収、礼状及び謝礼の配布、調査票の検査（検査は事業者本社で

も実施）などは、336名の調査員が行った。 

 

2. 実査準備 

(1)調査員の確保・指導 

受託事業者は、336名の調査員を確保し、１調査区ごとに１名の調査員を配置した。

調査員に対しては、調査概要、実際の業務等について事業者作成の「調査マニュア

ル」に基づき、研修を行った。また、毎月、民間事業者から調査員に調査関係用品

を配布する際等に、「調査マニュアル」に基づいた調査を行うよう指導を行った。 

 

(2)調査関係用品の印刷 

印刷原稿については、内閣府の確認後、下記の必要部数を印刷し、調査員を経由

して調査世帯に配布した。また、下記の関係用品の印刷は、封筒類は年度初に一括

して行い、他についてはおおむね平成 22 年４月、７月、10 月、平成 23 年１月の四

半期ごとに行った（「くらしのしおり」は、四半期に１回、「消費動向調査」の調査

結果を取りまとめ、調査世帯に配布することから、平成 22年５月、８月、11月、平

成 23年２月に行った）。 

印刷部数については、以下の通り。 

 

関係用品印刷物 印刷部数 

調査票 6,720(調査世帯数 )× 12 ヶ月＋

20,160(予備)＝100,800 

消費動向調査（全国、月次）についてのお願い

（名簿作成時用） 

42,000 

 

消費動向調査（全国、月次）についてのお願い

（調査依頼時用） 

30,900 



6 
 

消費動向調査（全国、月次）にご協力のお願い 33,400 

調査のしおり 32,000 

調査票の記入の仕方 31,400 

くらしのしおり 23,600 

消費動向調査（全国、月次）についてのお礼 4,800 

依頼状封筒 31,400 

礼状用封筒 4,800 

訪問用封筒 67,000 

訪問票 37,700 

不在票 5,000 

 

(3)世帯名簿の作成及び調査世帯の選定 

世帯名簿（「調査単位区世帯名簿」及び「調査単位区単身世帯名簿」）の作成につ

いては、調査世帯が毎月 15 分の１ずつ交替することから、平成 22 年 7 月から平成

23 年 6 月の調査世帯交替分までを作業範囲とし、平成 22 年 4 月から平成 23 年 3 月

まで毎月作業を行った。 

「調査単位区世帯名簿」は、調査単位区内の全世帯（「国勢調査」の３調査区を合

わせたものであることから 150 世帯程度）を訪問し、世帯主氏名、世帯所在地、世

帯区分を記入して作成し、「調査単位区単身世帯名簿」は、住民基本台帳（不可能な

場合は選挙人名簿）から作成した。 

 

 

3. 実査 

(1)調査の依頼及び調査票の配布 

新規世帯に対しては、平成 22年５月調査の依頼及び調査票の配布から、平成 23

年４月調査の依頼及び調査票の配布を、平成 23年３月下旬まで毎月行った。調査員

は、調査月の 10日頃までに、選定した世帯に対し「消費動向調査（全国、月次）に

ついてのお願い」、「消費動向調査（全国、月次）にご協力のお願い」及び「調査の

しおり」を配布し、調査の依頼を行い、調査の受諾が得られれば、「調査票」等を配

布した。 

継続世帯に対しては、翌月に記入することになる旨付言した上で、各月の「調査

票」回収時に翌月調査の「調査票」を配布し、平成 22年４月調査の「調査票」回収

時に５月分の「調査票」を配布することから始め、平成 23年３月調査の「調査票」

回収時に４月分の「調査票」を配布するまで、毎月行った。 
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(2)調査票の回収、礼状及び謝礼の配布 

調査員は、毎月 20日頃までに「調査票」の回収を行い、その際、当該世帯が調査

終了世帯である（次月に世帯が交替する）場合は「消費動向調査（全国、月次）に

ついてのお礼」を配布した。 

また、調査世帯に対しては 3 か月に１回、1000 円分の図書カードを謝礼品として

配布した。調査客体への謝礼品配布状況は以下の通り。 

 

対象調査世帯数 配布した謝礼品の金額（円） 

20,160 20,160,000 円 

 

(3)調査票の検査、照会対応等 

調査員は、「調査票」回収の際及び回収後に、記入に不備または矛盾した箇所がな

いか検査し、不備または矛盾があれば世帯に確認して補完・訂正した。 

 

4. 審査 

受託事業者は、調査員から提出された「調査票」が適切に記入されているかどう 

か、内容審査を行うとともに、次月調査のため、「照査票」の作成及び修正を行った。 

 

5. 集計 

集計に際しては、受託事業者が作成した集計プログラムを利用して調査票データ

から集計表を作成した。集計表作表後は、異なる担当者間で相互にエラーチェック

を行い、異常値の有無などの審査項目を独自にまとめたチェックシートに基づき、

審査を行った。 


